
第 4 回 Blue Fes 大会規約 
 

第一条：目的 

大会の目的は、日頃からトレーニングに勤しむ方々の肉体美、健康美を披露する機会を作り、

運動を行うための動機づくりや唐津市の健康産業の維持・増進に貢献することです。 

 

第二条：運営主体 

主催はブルージムフィットネス（佐賀県唐津市新興町 48 レインボービル３F）となりま

す。 

 

第三条：大会役員 

 大会運営に際し、原則として下記の役員を置きます。 

a.大会実行責任者 大会運営に関する一切を指導する 

b.審査員     規約に従って公正な採点を行う 

※審査員：翁長汰志郎、前田菜々子、レイチェル、ジムスタッフ 1 名 

c.審査集計員   採点されたカードを集計整理する 

d.選手係     選手の受付、誘導、会場の整理及び管理する 

e.進行係     大会の進行を行う 

f.受付係     来賓及び入場者の受付、案内を行う 

 

第四条：カテゴリー（審査基準） 

 出場カテゴリー（審査基準）に関しては次の通りである。 

1.    女性フィットネスモデル 

a.      女性らしい砂時計体型、プロポーションのよさ（スタイルやバランス、シンメトリ

ーを含む）、爽やかなステージング及びヘアー、ウェアのセンスをトータルで加味して評価

する。 

b.      フィットネスやスポーツで養われた自然体の逞しさ（過度な筋発達や減量は減点）

細くくびれたウエスト、丸みのあるヒップ、トレーニングで培った肩や背中。 

c.      適度なムービングは可能、進行を妨げるムービング（比較審査時、隣の出場者が迷

惑するような動作）は禁止とする。 

d.  規定ポーズ（比較審査）は、フロントポーズとバックポーズのみとなる。下記の画像

を参考にし、一番自信のあるポーズをとること。 

＜参考ポージング例＞ 



 

2.    男子フィットネスモデル 

a.   シェイプされたボディ、モデルのようなスタイリッシュさ（隆々とした筋肉具合は

減点対象）、爽やかなステージング及びヘアー、フェイス、ウェア、シューズのセンスなど

を加味したトータルで評価する。 

b.   過度な絞りすぎは減点対象とする。 

c.   適度なプレアクションは可能。過度なプレアクションは禁止（比較審査時、隣の出

場者が迷惑するような動作）。 

＜参考ポージング例＞ 

 

3.    女子ビキニ 

a.      フィットネスモデル・トレーニングウェアモデルをコンセプトとした適度に引き締

まった健康的に見えるボディ、ルックス、総合的外観（自分に合った肌色、ポーズ、表現力、

女性らしさ）で評価する。 

b.      ポーションの良さ（スタイルやバランス、シンメトリーを含む）、トレーニングに

より作り上げられた曲線美の美しさ。 

c.   女子フィットネスモデルよりも、トレーニングによる造形美が求められる。 

d. ポージングに関しては、女性フィットネスモデルと同様。 

4.    男子フィジーク 

a.    筋肉の大きさ、バランス（シンメトリー）、いかに体脂肪が少なく筋肉が浮き出てい



るか、ミッドセクション（腹筋）、いかに体が逆三角形になっているかを評価する。 

b.   ポージングの際、ポージングが派手すぎないか。 

c.   男子フィットネスモデルよりもトレーニングによる造形美が求められる。 

d. ポージングに関しては、男子フィットネスモデルと同様。 

 

第五条：イレズミ、タトゥー 

 イレズミ、タトゥーに関しては、隠して出場することとする。 

 

第六条：コスチューム 

 コスチュームに関して下記に定めた通りとする。 

• 女子フィットネスモデルは、ブラトップ（フィットネスウェア）、レギンス、スニー

カー（インヒールも可能）。ウエストラインが見えるものであればよい（デザイン指

定なし）靴下はロングソックスも可。 

• 男子フィットネスモデルは、規定のタンクトップ（2000 円）、短パン又はフィット

ネス系ロングパンツ、ランニングシューズ。靴下はロングソックス可。 

• 女子ビキニは、競技用ビキニ、水着用ビキニ（三角ビキニ）とする。（フリル系やバ

ンドゥビキニ、競技にふさわしくないデザインや形は禁止）ヒールは 5 センチ以上

であればデザイン指定なし。 

• 男子メンズフィジークは、サーフパンツ（腸骨よりも上で止める）、裸足 

 

第七条：ゼッケン 

ゼッケンに関して下記の定めた通りとする。 

a.      ゼッケンは、ステージから審査員が確認を取れる位置に装着する 

b.      装着位置は、ズボンやパンツの右側に指定する 

 

第八条：オイル・カラーリング 

 オイルに関して下記に定めた通りとする。 

a.      オイルを使用する場合、会場外へ行く際は必ず拭き取りを行ってからとする 

b.      オイルを使用する際は、指定された場所でのみの許可とする 

c.      カラーリングは禁止とする 

 

第九条：装飾品 

 装飾品（アクセサリー）に関しては自由とする。 

 

第十条：禁止ポーズ 

 ステージで横になる、ムーンポーズは禁止。禁止ポーズをとった場合は失格とする。 



 

第十一条：審査員 

1.      審査員は 4 名、フリーポーズ、比較審査共に同じ審査員で行うこととする 

2.      審査員は、審査中に批評しない、審査表の共有は行わない、出場選手と接触しては

いけない 

3.      審査内容について、結果が出るまでは口外してはならない 

 

第十二条：審査集計員 

 集計表シートを集め、順位の確認を行い、司会に渡す。 

 

第十三条：審査項目、順位付数、入賞数、表彰人数 

 全カテゴリーでの審査項目・順位付数・入賞者数・表彰人数は、以下の通りとする。ポー

ジングは、別紙参照。 

1. ボディライン 

2. トータルコーディネート 

3. ポージング・ウォーキング 

4. 上半身・下半身のバランス 

5. フリーポーズ 

• 上記の 1〜5 項目を各 5 点、計 25 点の得点形式とする。審査員 4 名の合計点の高い

ものが優勝者となる。 

• 表彰は 1 位から 3 位まで。オーバーオールはなし。 

• フリーポーズは、持ち時間最長 30 秒とし（女子選手はウォーキング込み）、フロン

トポーズとバックポーズを 1 つずつ入れること（自分が一番自信のあるポーズで良

い）。 

• 各カテゴリーごとにフリーポーズ→比較審査の順で採点を行う。 

 

第十四条：抗議 

 審査員にいかなる立場の場合も、判定に抗議したり、再審査を要求することはできない。 

 

第十五条：順位決定方法 

 順位決定方法は以下の通りとする。 

• 全カテゴリーにおいて、得点形式とし各審査員（4 名）25 点満点とする。最も得点

の多いものが優勝者となる.（最高 100 点） 

• フリーポーズ、比較審査にて採点、表彰式にて順位発表を行う。（出場者は表彰式ま

で会場にて待機） 

• 入賞者が表彰式に出場しない場合、順位を繰り上げにする。 



 

第十六条：出場申込 

1.      出場のお申込みは、ホームページに掲示してある出場フォームから申し込むことと

します。 

2.      出場申し込み完了後、どのような理由があっても大会出場費を支払うものとします。 

3.      お支払い後の返金は原則行いません。 

 

第十七条：禁止事項 

1.      出場選手は、大会規約に則り運営側の指示に従うものとします。 

2.      出場者、入場者が次の号のいずれかに該当する場合、当該出場者、入場者は出場、

入場資格を失います。 

a.      運営に対して、暴言やクレームとみなす行為 

b.      大会運営を意図的に遅らせる行為 

c.      大会運営を行う者の名誉を傷つけ、秩序を乱す行為 

3.      反社会的勢力又はそれに準ずる団体、関係のある者は出場または入場を禁じます。 

4.      規約違反と運営役員が判断した場合、会場内への出入りを禁じます。 

5.      選手がバックヤードから出てきて観覧席での応援は禁じます。 

 

第十八条：大会規約の遵守 

1.      出場者、入場者は大会規約を遵守する義務を負います。 

2.      観覧席では、指定された席に座った状態で声援を行います。 

 


